
常任委員会の審査概要（委員長報告の抜粋）常任委員会の審査概要（委員長報告の抜粋） 議案に対する各会派の賛否について
　８月臨時会、９月定例会に提出された議案は全て全会一致で原案の通り可決しました。
　10 月臨時会において各会派で意見の割れたものについては次の通りです。

（× は反対、△は賛否双方あり、 ●は賛成と態度保留双方あり、 ■は反対と態度保留双方あり )

　８月臨時会、９月定例会、10月臨時会における各議案に対する会派の賛否については議会
事務局へお問い合わせください。尾道市議会のホームページでもご確認いただけます。

※意見書とは、市の公益に関することについて議会としての意思を意見としてまとめた文書で、
国会や関係行政庁に提出します。

　下記は要約ですので、全文につきましては議会事務局へお問い合わせください。
尾道市議会のホームページでもご確認いただけます。

意見書

公立小中学校において教職員未配置をなくす取り組みを求める意見書

９月定例会では下記の意見書を可決し、関係機関に提出しました。

　今年度、広島県において公立小中学校教職員が 43 人不足していることがわかりま
した。文部科学省のデータによると、広島県においては連続して６年以上未配置状
況が続いています。早急に子どもたちが本来得るべき教育と安全な履修環境を提供
するよう関係機関に特段の取り組みを強く要望します。

被災者生活再建支援法の改正を求める意見書

　都道府県が拠出した基金を活用し、自然災害で住宅が全壊するなど生活基盤に著
しい被害を受けた世帯に支援金を支給し、生活再建を支援する「被災者生活再建支
援法」は成立から20年目を迎えますが、再建には不十分な支給額など課題もあります。
　住民の生活の安定と被災地の速やかな復興には、国によるさらなる支援と制度の
拡充が必要であり、被災者生活再建支援法の改正について要望します。

地方公務員法及び地方自治法の一部改正における
　新たな一般職非常勤職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書

　地方自治体の臨時・非常勤職員は、全国で約 64 万人となり、職員の３人に１人が
臨時・非常勤職員で重要な担い手であるため、2017 年の一部法改正で、新たに「会
計年度任用職員」制度を導入し、非常勤職員を法的に位置づけ常勤職員との均等待
遇を求めています。そのための必要な財源確保に国の特段の配慮を要望します。

土石流などの危険箇所への対策予算の増額を求める意見書

　この災害に関連して、広島県は全国で最も多い危険箇所を抱えている県となって
いるにもかかわらず、広島県の砂防事業予算が年々減っています。危険箇所に対す
る対策工事は、広島県と各自治体、一部地元が負担して実施されています。
　広島県においては、安全･安心のまちづくりができるよう災害防止のための砂防事
業予算を抜本的に増額されるよう強く要望します。
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　本委員会が付託を受けた６議案は、全会一致
で原案のとおり可決しました。
　議案の審査では、生活保護システム改修委託
料について質疑があり、理事者からは、生活保
護法等の改正によるもの、システム更新はミスの
ないよう委託業者と協議を重ね、チェックを行う、
また財源は、全額国が負担すべきで、全国市長
会でも重点提言の中に位置づけられていると答
弁がありました。
　清掃作業員の特殊勤務手当について質疑があ
り、理事者は、業務内容が著しく危険、不快、不
健康で、その特殊性を基本給で考慮することは
適当でないと答弁がありました。
　放課後児童支援員の資格緩和と人員の配置義
務について質疑があり、理事者は、資格緩和に
ついては今後の募集が容易になる、また、人員の
配置義務については、子どもの安全確保のため現
行の２名以上の配置が必要と答弁がありました。
　委員会所管事務については、児童虐待の対応、
藤井川水質調査、夜間救急診療所の有効活用、こ
ころの体温計事業、民生委員・児童委員の負担軽
減、国民健康保険料の子ども保険料部分の市独自
の軽減策等について質疑、答弁がありました。

　本委員会が付託を受けた８議案は、全会一致
で原案のとおり可決しました。
　議案の審査では、情報システム再構築委託料
の概要とシステムの再構築で窓口業務を自動化
する考えについて、指名競争入札の概要と入札
を実施する際に市内業者を優先することに対す
る市の見解、市税条例改正により影響を受ける
内容、市史編纂嘱託員報酬が当初予算になかっ
た経緯と担当職員を兼任とすることの妥当性な
どについて質疑・意見・要望があり、理事者より
それぞれ答弁がありました。
　議案以外では、陳情文書取り扱い規程の制定、
場外舟券売り場に関する請願への市の回答状況、
設置に対する市長の判断及び調査状況と関与、
改元に対する市の準備と周知、御調町に導入予
定のデマンド交通の概要、ブロック塀の総点検と
広報、災害発生時の帰宅困難者対策、火災警報
器設置の進捗状況と高齢者を対象とした広報の
工夫などについて質疑・意見・要望があり、それ
ぞれ答弁がありました。

　本委員会が付託を受けた２議案は、全会一致
で原案のとおり可決しました。
　議案の審査では、小中学校空調設備等整備工
事に関係して、整備工事の概要、経過、財源、
夏季休業中に集中して工事ができない理由、工
事の具体的なスケジュール、整備工事委託を一
括して条件付き一般競争入札に付すことになっ
た経緯、入札予定価格、落札価格、入札条件の
内容等に対して、質疑・意見・要望があり、理
事者よりそれぞれ答弁がありました。
　議案以外では、小中学校教職員等の未配置状
況、尾道市教育委員会の学校選択抽選時の不手
際について今後同様のミスを起こさないための
事前防止策、スポーツツーリズムにかかる関係機
関との連携、聴覚障害特別支援学級の評価のあ
り方、小学校における警報時の臨時休業の判断、
通学路等のブロック塀の検査、尾道市教育委員
会の学校における働き方改革の認識、教職員の
時間外労働について質疑・意見・要望があり、そ
れぞれ答弁がありました。

　本委員会が付託を受けた 13 議案は、全会一致で
原案のとおり可決しました。
　議案の審査では、尾道みなと祭交通警備対策委託
料の逃走犯に対する警備員の経費負担の主体と追加
配置決定の経緯並びに特別交付税の要望、基盤整備
促進事業測量設計等委託料と同費負担金の事業精算
金の内容とこの事業における農地集積による面積の
減少割合と受益面積・受益者数並びに農地中間管理
機構の活用、都市計画審議会委員の定数と委員資格
の構成割合並びに都市計画マスタープランのＰＤＣ
Ａサイクル、高西東新涯ポンプ場建設工事の低入札
価格調査の設置工事等の品質問題や予定価格と落札
額のかい離の原因と予定価格の算出根拠並びに入札
業者が市内業者でない理由について質疑・答弁があ
り、議案以外では、広島空港線路線バスの運行状況
と利用客数の推移と外国人利用者の減少理由、逃走
犯の捜索等における空き家捜索の課題やデータベー
ス化の進捗状況とデータベースの警察捜査への利用
の可能性、道路敷と歩道敷の維持管理、観光プロモー
ション事業の動画作成、本通り商店街の火災跡地の
民間の活用計画、係留している船舶の騒音問題につ
いて質疑、答弁がありました。

　本委員会が付託を受けた５議案は、全会一
致で原案のとおり可決すべきものと決定しまし
た。
　議案の審査では、（仮称）尾道中央認定こど
も園敷地整備事業費の増額とその理由に関する
質疑に、ふくしむら多目的広場とこども園の境
界に設置予定の防球ネットの高さを、当初の 10
メートルから 14.7 メートルに変更するために増
額したものであると答弁がありました。
　保育士就労奨励事業補助金の執行状況と市の
待機児童の現状に関する質疑に対し、基本給付
が 17 人、うち加算給付が２人で執行額は 380
万円であり、４月時点での待機児童は 24 人で
あると答弁がありました。
　議案以外では、平成 30 年 7 月豪雨災害に係
る宅地内土砂等撤去支援制度の概要と手続の簡
素化、病院事業管理者の執務室を市民病院に戻
した理由と議会への説明、断水時における民間
の井戸水の水質検査の公費負担、養護老人ホー
ムの増設等について質疑、意見、要望があり、
理事者よりそれぞれ答弁がありました。

民生委員会民生委員会
　本委員会が付託を受けた３議案は、全会一
致で原案の通り可決すべきものと決定しまし
た。
　議案の審査では、地方交付税について、当
初見込みと国の算定結果が違うものになった
主な要因・地方交付税が増額補正になったこ
との受け止め・臨時財政対策債の減額補正の
要因などについて質疑があり、それに対する
答弁がありました。次に、他の委員からは職
員の時間外勤務手当に対して、豪雨災害時の
市民の無償のサポートはどれくらいと考えて
いるか、災害発生時の避難所運営や衣食の支
援など、地域にお願いできるところはお任せ
してはどうかなどの質疑があり、それに対す
る答弁がありました。他に、尾道市議会議員・
市長の選挙における選挙運動の一部を改正す
る条例案、尾道市情報システムネットワーク
再構築事業の委託契約などに関し質疑がなさ
れ、答弁がありました。その他議案・議案外
所管事務に関して主に災害関連を中心に質疑、
意見、要望があり、それぞれ答弁がありました。

　本委員会が付託を受けた１議案は、全会一
致で原案のとおり可決すべきものと決定しま
した。
　議案の審査では、小学校管理費修繕料の増
額補正への質疑に対し、重井小学校プールの
危険なブロック塀の撤去とフェンスの新設及
びシャワー等給水施設の改設のためであると、
また、給食調理等委託料については、美木原小
学校の給食調理場を来年度稼働するため、民
間委託業者の選定及び準備費用であると答弁
がありました。
　議案以外では、山波小学校グラウンド法面
の崩壊への対応、熱中症対策としての体育館
のエアコン設置、因島瀬戸田地区の不登校児
童・生徒のための適応指導教室の開設、学校
間学力格差の原因と学校選択制、教職員未配
置、学力では測れない子どもたちの人間力形
成、不登校児童数と単市支援員、学校再編計画、
道徳教育の内容、通学路の安全対策と道路標
示の見直し、小中学校の貯水タンクの水を断
水時に開放することについて質疑、意見、要望
があり、理事者よりそれぞれ答弁がありました。

総務委員会総務委員会

文教委員会文教委員会
　本委員会が付託を受けた 17 議案は、全会一
致で原案のとおり可決すべきものと決定しま
した。
　議案の審査では、建築指導費の補助金とし
て計上されている子育て世帯等住宅取得支援
事業についての概要、並びに若年子育て世帯
の年齢制限、支援対象を中古住宅の購入に限
定した理由、空き家について、需要と供給の
実態把握の有無、水道事業収益の特別利益の
根拠、高西東新開ポンプ場建設工事契約変更
の回数と経過並びに変更金額、子育て世帯等
住宅取得支援事業における UIJ ターンに適用
される要件や親世帯と近居する際の条件、新
婚世帯の年齢制限、先んじている他市町の類
似制度の成果、災害時の応援協定について、
また、議案以外の委員会所管事務に関するも
のとして、樋門の維持管理における点検、整備、
排水ポンプの設置状況、災害復旧事業に係る
業者確保、今回の災害における他自治体から
派遣されている土木関係職員、災害による農
作物の被害状況と被害に対する支援制度、急
傾斜地の対策状況について質疑、意見、要望
があり、理事者よりそれぞれ答弁がありました。

産業建設委員会産業建設委員会
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